
NO. 質問 回答

1

仕様書別添5「令和７年度リチウムイオン電池等の回収強化⽅策に係る検討

業務に関する提案書の評

価基準」において、5.組織の実績の技術上の基準（基礎点）として、『情

報システム構築に係る業務実

績』が求められています。大変恐れ入りますが、本内容で誤りが ないか、

ご回答いただければ幸いです。

ご指摘いただいた箇所について記載誤りですので、「「情報システ

ム構築に係る業務実績として、組織におけるデジタル化の推進に係

る調査・分析業務等の契約実績を過去3年以内に有すること。」の

記載を「ー」の記載に修正いたします。また、それに伴い、「得点

配分」の「基礎点」の「５」を「ー」に、「加点」の「10」を

「15」に修正いたします。

GEPS上で掲載しております評価基準表につきましても、上記修正を

反映させたものに差替えましたので、ご確認いただけますと幸いで

す。大変失礼いたしました。

2

仕様書３（２）②

2か国程度で想定される対面ヒアリングについて 、各国で想定されている

現地滞在日数の目安があればご教示いただけますでしょうか。

現地滞在日数は3日間程度を目安としております。

3

仕様書３（２）②

訪問スケジュールと先⽅都合が合わない等の事情により、一部関係者につ

いてはオンラインでヒアリングを開催するなどの形態も許容されますで

しょうか。

調査目的を達成する上で必要な場合は、諸事情により一部関係者に

対してオンラインでのヒアリングを行うことも想定されます。

4

仕様書３（２）②

特に対面での開催を優先したいヒアリング対象者の属性等の例（行政機関

等）があれば、あわせてご教示ください。

対面開催を優先したいヒアリング対象については、調査目的を達成

する上で重要と考える者を御提案下さい。
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